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Ⅰ．はじめに
　幼稚園教諭，保育士養成課程において，ピアノ演奏
や弾き歌い等の音楽学習は不可欠である。だが，保育
者を志してから音楽学習を開始する学生の中には，ピ
アノの演奏技術習得に不安を感じる者は少なくない。
マンツーマン型の授業形態は，こういった学習者に対
して，個々のレベルと進度に合致する指導を行えると
いう点で有効だが，きめ細かい個人指導を行ってもな
お，高い学習意欲を恒常的に持続させることは容易で
はない。
　音楽分野における学習意欲向上の手段の一つとして
は，近年全国的に盛んに行われているアウトリーチ活
動が挙げられる。一般財団法人地域創造をはじめとし
て，各文化財団，公共施設，オーケストラ団体，音楽
大学などが活発にアウトリーチ活動に取り組んでいる
が，主な活動の場は，①幼稚園，小中学校　②福祉施
設　③ホールや美術館などの公共施設であり，保育者
を目指す学生がこの恩恵を受けるためには，③に該当
するホールや公共施設で行われるアウトリーチ事業に
参加するほか無い。さらに，公共施設で開催される公
演に参加するためには，情報収集や申し込みなど，聴
衆としての積極的な行動が求められる。これは音楽分
野に対して興味が無い者にとっては学習のチャンスを
さらに遠ざけてしまうステップであるように思われ
る。
　そこで今回，保育者を目指す学生の音楽学習意欲の
持続や向上を目的とする，大学構内での音楽鑑賞会型
アプローチを企画し実践した。また，この実践は同時
に近隣住民などの学外者にも開放し，地域への芸術的
地域貢献を図るものとした。
Ⅱ．実施方法
実施日：2016年11月14日（月）19：00～20：30
※休憩時間を含む
実施場所：環太平洋大学第１キャンパス　フィロソ
フィア　ロビー
対象者：環太平洋大学学生，環太平洋大学教職員，学
外申し込み者
配布物：演奏会プログラム，アンケート
　プロの演奏家によるリサイタル形式とし，来場者を
対象にアンケート調査を行った。
　招聘演奏家には，本学マーチング部の活動と実績か
ら比較的馴染みがあると思われる金管楽器奏者をソリ
ストとして選出し，京都市交響楽団トランペット奏者
の稲垣路子氏にお願いした。
　コンサートの時間構成は前半30分−休憩15分−後半
30分−アンコール５分で，公共ホールなどで行われる
フルリサイタルプログラムコンサートに近い内容と
なった。演奏曲目については，クラシック音楽を聴き
慣れている客層とそうではない客層の両方をカバー出
来るように心掛け，前半にはトランペットのためのオ
リジナル作品の中からバロック時代のオーソドックス
な作品と近現代のテクニカルな作品を，後半には特に
歌曲を中心とした短く耳馴染みの良い作品をプログラ
ミングした。また，曲間では演奏者のトークを適宜差
し挟むこととした。
　アンコールを除くすべての演奏作品には簡単なプロ
グラムノートを記載し，作品についての理解が深まる
ようにした。当日配布した演奏会プログラムは，次の
とおりである。 
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Ⅲ．アンケート結果からみる実施の効果
　来場者65名のうち，有効回答者数は47名。うち，器
楽演習履修者22名に関して，これまでのクラシック音
楽のコンサート参加経験は図１のとおりである。
図１　器楽演習履修者のクラシックコンサート参加経験
主なアンケート結果は次のとおりである。
　
Ｑ．コンサート内容はどうでしたか？
　　満足　96%
　　やや満足　４%
　　普通　０%
　　やや不満　０%
　　不満　０%
Ｑ．コンサートの長さはどうでしたか？
　　長い　０%
　　やや長い　４%
　　ちょうど良い　96%
　　やや短い　０%
　　短い　０%
Ｑ．クラシック音楽に興味を持てましたか？
　　以前より興味が出た　83％
　　変わらない　17％
　　以前より興味が持てなくなった　０％
自由記述では以下の様な回答が得られた。
<演奏内容に関わる回答>
・ 今までは主にジャズを聴いてきたが，クラシックも
とても良かった
・ 出演者の人間関係の良さが，音楽を通して伝わって
きた
・ トランペット協奏曲がかっこよかった
・ 女性であれだけトランペットを吹く力があるのは凄
い，かっこいい
・すごい迫力だった
・赤とんぼが印象的だった
<心身の状態に関わる回答>
・ 一日の疲れが取れた
・部活終わりに癒された
・心がなごんだ
<運営に関わる回答>
・カメラのシャッター音が気になった
・もう少し響きの良いところで聴きたい
Ⅳ．まとめ
　日常的にクラシック音楽を聴く機会のない学生に
とって１時間強のコンサートは少々長すぎるかと思わ
れたが，マナーも大変良く，集中して聴いていた印象
である。また，アンケートには記載されなかったが，
会場撤収の際に早速会場のピアノ椅子に座り「ピアノ
を練習したくなった。」と音を出してみる学生，「次は
○○が聴きたい。」と次回開催時の希望を伝えに来る
学生もいた。また，ごく一部ではあるが，演奏者の身
体状態を見て自身の身体の使い方の問題点について考
えたと言う学生もおり，演奏法改善の啓発萌芽にも直
結したように思われる。演奏会開催後の授業でもコン
サートの感想を述べる学生が少なからずおり，特に再
履修者においては，演奏会前と比較して積極的に自主
練習を進めてくる学生が増えたことは特筆すべきであ
ろう。
　アンケート結果及び参加学生のその後の反応から，
当初の狙いであった音楽学習の意欲向上という点にお
いて，十分な結果を得ることが出来たと言える。ただ
し，この学習意欲の恒常的な持続についてはさらなる
研究観察が必要であるが，地域の芸術文化の発展に寄
与するという点でも，今後もこうした演奏会を通して
の教育活動を続けていくことは大いに意味のあること
であると考えられる。
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